
工
藤
健
二
社
長
は
延
期

の
理
由
と
し
て
原
子
力
規

制
委
員
会
の
指
摘
し
た
重

大
事
故
対
処
の
た
め
の
「
蒸

気
凝
縮
器
の
設
置
と
そ
の

影
響
の
評
価
」
や
「
緊
急
時

対
策
所
の
設
置
工
事
」
を
あ

げ
ま
し
た
。

検
査
せ
ず
に

「検
査
済
み
」と
報
告

し
か
し
事
実
は
、
二
〇
一

六
年
十
二
月
に
ウ
ラ
ン
濃

縮
工
場
の
廃
棄
物
に
関
わ

る
幹
部
職
員
に
よ
る
虚
偽

報
告
が
あ
り
、
原
子
力
規
制

委
員
会
よ
り
指
導
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
加
え
て
二
〇

一
七
年
八
月
、
非
常
用
電
源

建
屋
へ
、
ケ
ー
ブ
ル
等
配
管

か
ら
雨
水
が
流
入
し
溜
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
ケ
ー
ブ
ル
ピ
ッ
ト

が
雨
水
で
満
杯
に
な
っ
て

お
り
、
同
箇
所
を
検
査
せ
ず

に
「
検
査
済
み
」
と
の
虚
偽

報
告
が
長
年
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

工
場
内
六
〇
万
箇
所
の
再
検
査

度
重
な
る
不
祥
事
に
怒

っ
た
規
制
委
員
会
は
、
新
規

制
基
準
申
請
の
審
査
を
棚

上
げ
に
し
、
再
報
告
の
命
令

を
下
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

原
燃
は
、
工
場
内
六
十
万
箇

所
の
検
査
等
を
実
施
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
対

応
に
追
わ
れ
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
終
了
の
目
途
が
立
た

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
今
回
の
稼
働
延
長
は

過
去
最
長
の
三
年
も
の
延

期
に
な
っ
た
の
で
す
。
巨
額

な
浪
費
は
日
本
の
経
済
の

く
び
き
に
な
り
始
め
ま
し

た
。
二
〇
一
八
年
こ
そ
、
国

民
の
意
思
を
結
集
し
再
処

理
工
場
撤
退
・

廃
止
の
選

択
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

二
〇
〇
六
年
三
月
三
一

日
、
住
民
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
が
強

行
さ
れ
、
使
用
済
み
核
燃
料

の
せ
ん
断
溶
解
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
放
射
能
廃
液
が

工
場
沖
合
い
約
３
㌔
水
深

四
四
ｍ
の
放
出
口
か
ら
海

に
流
さ
れ
始
め
、
特
に
も
ト

リ
チ
ウ
ム
は
除
去
の
装
置

も
な
い
ま
ま
全
量
が
捨
て

ら
れ
ま
し
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
の
せ

ん
断
が
終
了
し
た
の
は
二

〇
〇
八
年
一
〇
月
で
す
が
、

こ
の
二
年
半
に
せ
ん
断
さ

れ
た
使
用
済
み
核
燃
料
は

一
七
〇
二
体
（
ウ
ラ
ン
換
算

で
四
二
五
㌧
）
、
総
計
二
一

七
九
兆
ベ
ク
レ
ル
も
の
ト

リ
チ
ウ
ム
廃
液
が
流
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
二
〇
〇
七
年

が
放
出
回
数
が
多
く
、
三
～

四
日
お
き
に
原
発
の
濃
度

規
制
値
の
数
百
倍
か
ら
最

高
二
八
〇
〇
倍
も
の
ト
リ

チ
ウ
ム
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

図
１
は
、
連
日
放
射
能
廃

液
が
流
さ
れ
て
い
た
二
〇

〇
七
年
四
月
の
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
か
ら
の
ト
リ
チ

ウ
ム
放
出
の
デ
ー
タ
で
す
。

こ
の
廃
液
が
環
境
に
悪

影
響
を
与
え
ヒ
ラ
メ
か
ら

自
然
界
の
一
四
倍
の
濃
度

の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
測
定
さ

れ
、
尾
駮
沼
の
藻
類
か
ら
ヨ

ウ
素
１
２
９
が
測
定
さ
れ

ま
し
た
。

《天恵の海》
２０１８（平成 ３０）年

１ 月 １６日
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尾駮沼 海とつながっている

ため 海水が出入りする。

日
本
原
燃
は
十
二
月
二
二
日
の
定
例
社
長
記
者
会
見
で
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
の
竣
工
時
期
を
「
三
年
程
度
延
期
し
二
〇
二
一
年
度
上
期
」
に
変
更

す
る
と
公
表
し
ま
し
た
。
再
処
理
工
場
の
竣
工
時
期
延
期
は
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
開
始
以
降
十
五
回
目
（
着
工
以
降
二
三
回
目
）
で
す
。
ほ
と
ん
ど
完

成
の
見
通
し
の
な
い
工
事
に
国
民
の
税
や
電
気
代
か
ら
巨
費
を
使
い
無
理

に
続
け
て
い
る
姿
が
ま
す
ま
す
明
瞭
に
な
り
始
め
ま
し
た
。

図１ トリチウム六ヶ所沖合約３ｋｍへの放出事例 （200７年）

４月 排水量 ｍ３ トリチウム放出量Ｂｑ 放出濃度Ｂｑ／㍑

６日 425.5 ５１億 １万２０００

７日 377.6 ６兆３０００億 １７００万

１４日 587.1 ７兆４０００億 １３００万



図２ モニタリング結果（トリチウム） 青森県・日本原燃報告書から （200７年）

４月 検査機関 検査対象 場所 放出濃度Ｂｑ／㍑ 塩分（千分比）

１０日 日本原燃 海水 放出口付近と２箇所 ＮＤ 35

１１日 青森県 海水 放出口付近と２箇所 ＮＤ 34

１７日 日本原燃 湖沼水
尾駮沼１ 2 6.0

尾駮沼２ 3 13

１８日 青森県 湖沼水 尾駮沼１箇所 ＮＤ 4

日
本
原
燃
・
青
森
県
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

上
の
図
２
は
、
図
１
と
同

時
期
の
、
日
本
原
燃
、
青
森

県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

で
す
。
図
１
の
超
高
濃
度
ト

リ
チ
ウ
ム
の
海
洋
放
出
量

に
比
し
て
、
図
２
で
は
海
水

の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
が
全

て
Ｎ
Ｄ
（
検
出
限
界
値
２
Ｂ

ｑ
／
㍑
以
下
）
に
な
っ
て
お

り
不
自
然
で
す
。

◇
放
出
口
付
近
の
海
水
が

Ｎ
Ｄ

？

原
燃
デ
ー
タ
は
沖
合
い

の
放
出
口
付
近
と
そ
の
北

５
㌔
と
南
５
㌔
、
青
森
県
デ

ー
タ
は
放
出
口
付
近
と
北

２
０
㌔
南
２
０
㌔
で
採
取

し
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し

ト
リ
チ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

な
い
と
い
う
の
は
不
思
議

で
す
。
二
〇
〇
六
年
度
か
ら

二
〇
〇
八
年
度
に
か
け
て

原
燃
・
青
森
県
の
海
水
調
査

は
五
〇
～
六
〇
回
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
全
て
Ｎ
Ｄ
（
検

出
限
界
値
以
下
）
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
北
に
２
５
㌔
離

れ
た
離
れ
た
東
北
電
力
東

通
原
発
沖
で
三
回
も
３
～

４
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
科
学

研
究
所
で
も
尾
駮
港
で
六

回
検
出
し
て
い
ま
す
。

◇
尾
駮
沼
水
『
塩
分
１
・

３
％
で
３
Ｂ
ｑ
／
㍑
』

尾
駮
沼
は
放
出
口
の
方

向
に
開
い
て
い
る
汽
水
湖

で
あ
り
、
干
満
の
差
に
よ
っ

て
か
な
り
の
海
水
が
出
入

り
し
ま
す
。
日
本
原
燃
が
２

地
点
、
青
森
県
が
１
地
点
を

調
査
し
て
い
ま
す
が
、
青
森

県
が
Ｎ
Ｄ
、
日
本
原
燃
が

『
２
Ｂ
ｑ
／
㍑
と
３
Ｂ
ｑ

／
㍑
』
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

「
尾
駮
沼
２
」
地
点
が
図
２

一
七
日
の
よ
う
に
『
塩
分
濃

度
１
・
３
％
で
３
Ｂ
ｑ
／

㍑
』
な
ら
、
海
域
か
ら
流
入

し
た
海
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム

濃
度
は
『
６
～
７
Ｂ
ｑ
／

㍑
』
と
逆
算
出
来
ま
す
。（
海

水
の
塩
分
濃
度
は
３
・
５
％

く
ら
い
）
。
原
燃
・
青
森
県

が
海
域
で
一
度
も
ト
リ
チ

ウ
ム
を
検
出
出
来
な
い
こ

と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で

す
。
デ
ー
タ
の
操
作
が
疑
わ

れ
ま
す
。

七
日
に
は
六
兆

三
〇
〇
〇
億
ベ
ク
レ
ル
も

の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
放
出
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
再
処
理
工
場
竣
工

三
年
延
期
で
安
心
し
て
良

い
も
の
だ
ろ
う
か
？

も

ち
ろ
ん
、
工
事
を
強
行
さ
れ

る
よ
り
は
良
い
。
し
か
し
、

再
処
理
工
場
は
、
稼
働
し
な

く
て
も
危
険
な
工
場
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
本
物
の
放
射
性
物
質

を
扱
わ
な
か
っ
た
二
〇
〇

五
年
以
前
で
あ
れ
ば
と
も

か
く
、
放
射
能
を
閉
じ
込
め

て
い
た
「
使
用
済
み
核
燃

料
」
を
せ
ん
断
溶
解
し
廃
液

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
二
〇
〇
六
年
以
降
は
特

に
危
険
に
な
っ
た
の
で
す
。

『
ガ
ラ
ス
固
化
体
』
に
す
る
技

術
が
な
い
！

実
は
『
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
』
は
ガ
ラ
ス
固
化
体
に

し
て
安
全
化
す
る
は
ず
だ
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、『
ガ
ラ

ス
溶
融
炉
』
が
、
白
金
族
沈

積
に
よ
り
電
気
の
流
れ
が
短

絡
し
温
度
が
上
が
ら
な
い
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
す
。

危
険
な
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
多

量
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
技

術
者
や
作
業
員
が
必
死
に
な

っ
て
安
全
確
保
を
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。
と
に
か

く
再
処
理
撤
退
・
ガ
ラ
ス
固

化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

広
瀬
隆
氏
は
、
昨
年
四
月

三
〇
日
、
東
京
「
な
か
の
Ｚ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て

こ
の
本
の
演
題
で
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。
広
瀬
隆
氏
は

『
大
地
震
に
お
び
え
る
日
本

列
島
ー
原
子
炉
時
限
爆
弾
』

を
二
〇
一
〇
年
八
月
に
出
版

し
ま
し
た
が
、
不
幸
に
も
翌

年
３
・
１
１
福
島
原
発
事
故

が
起
こ
り
、
奇
し
く
も
予
言

が
的
中
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
広
瀬
氏
の
情
熱
と
怒
り

が
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー

ル
で
の
白
熱
授
業
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
岩
手
か
ら
も
駆

け
付
け
て
、
取
材
し
こ
の
『
天

恵
の
海
』（
第
一
七
六
・
一
七
七
号
）

で
報
じ
ま
し
た
。

今
回
の
こ
の
「
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
増
刊
号
は
、

当
日
の
講
演
内
容
に
さ
ら
に

新
事
実
も
加
え
、
掲
載
の
図

版
も
分
か
り
や
す
い
。

私
達
、
岩
手
で
脱
原
発
・

六
ヶ
所
再
処
理
反
対
を
闘
っ

て
い
る
者
に
と
っ
て
こ
の
本

は
、
多
く
の
人
々
に
読
ん
で

戴
き
た
い
。
そ
れ
は
こ
の
本

が
「
再
処
理
工
場
の
危
険
性
」

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
真
正

面
か
ら
論
じ
て
い
る
か
ら
で

す
。
地
震
列
島
に
原
発
は
危

険
極
ま
り
な
い
。
さ
ら
に
再

処
理
工
場
は
「
放
射
性
高
レ

ベ
ル
廃
液
」
を
作
っ
て
し
ま

っ
た
の
に
ガ
ラ
ス
固
化
が
出

来
な
い
現
状
で
す
。
日
本
列

島
は
紛
れ
も
な
く
具
体
的
に

危
険
な
の
で
す
。（
尚
）

尾
駮
沼
。
向
こ
う
岸
が

再
処
理
工
場
。

カ
ヌ
ー
で
接
近
し
撮
影

（
二
〇
〇
七
年
九
月
）

白熱授業 広瀬隆 著
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東海・六ヶ

所再処理工場

が陥っている

隘路。全日本

人が総力をあ

げて解決する

しかない。


